
2018年度 2回 要望調査票
短期派遣 青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JA02618240）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 派遣期間 派遣時期

東ティモー
ル I102 障害児・者支援 個別 短期 11ヵ

月 2019年1月以降

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

社会連帯省

2）配属機関名（日本語）

東ティモール視覚障害者協会
NGO

3）任地（ ディリ県ディリ ） JICA事務所の所在地（ ディリ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は2011年に設立。以下3つの目的を掲げ、政府、議会、メディアや市民社会活動家と連携し、視覚障害者が地域
の中で障害のない人と共に暮らし社会に参加できるように、以下の啓発と社会参加支援を積極的に実施している。
①権利の擁護(そのための教育と保健の機会平等・安全・啓発・雇用促進・社会参加の推進)
②差別の解消と虐待からの保護(そのための視覚障害者の現状調査)
③教育の機会の提供(フォーマル/ノンフォーマル、収入向上支援を含む)
予算の大半は政府からの支援による。

【要請概要】
1）要請理由・背景

2010年調査によると障害者は国民の4.6%に相当すると言われ、弱視を含む視覚障害者は、現在同団体が把握している範
囲で、全国に24,240名存在している。障害者の中でも女性は、虐待や性的虐待を受ける現状が見られる。同協会は、視
覚障害者の生活全般にわたる問題を調査するチームを各県に配置している。チームが調査した問題を分析し、特に女性
で視覚障害のある人に対し更なる情報を収集し、その結果を課題と提言として報告書にまとめられる人材を求めている。
的確に分析された報告書を提出することで、政府の信頼を得て、視覚障害者に関する啓発に説得性を持たせることを期
待している。このほか、その後の啓発活動に対する企画と実行を、協会スタッフを支えつつ共に行うことも求められて
いる。
なお、可能な範囲で、ドナーとの関係構築(および資金申請支援)や、視覚障害者の就職につながる教育プログラムの支
援活動も期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

多くの問題に直面する視覚障害者が地域の中で障害のない人と共に暮らし、社会に参加できるようにすることを目標に、
以下のような支援を行う。
・東ティモール全13県中、6県で収集した視覚障害者の現状調査のデータを分析し、課題抽出と問題解決方法を探る。
・その分析結果をまとめ、また提言の形として提出する(英文の報告書を作成する)。
・上記をもとに、企画書をスタッフと共に作成し、できることから実施する。
・可能な範囲で、視覚障害者への教育支援をサポートする(点字の普及支援、PCや英語教育のモジュール・マニュアル改
善支援等)ほか、自身の能力・経験・アイディアを生かしてできることを、同僚・配属先と協力・協議しながら実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

執務室、机、イス

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


4）配属先同僚及び活動対象者

協会全14名(うち7名は弱視を含む視覚障害者、3名英語可) 男19-36歳、全員有期雇用
協会長:男50代、高卒、勤続14年、英語可
カウンターパート候補:男20代、高卒、経験1.5年

対象者:視覚障害者(コミュニティに住む女性、各プログラムの学習者)

5）活動使用言語

その他

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)又はインドネシア語(レ
ベル:)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（女性）　備考：女性の当事者の視点が必要

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・企画/報告書作成経験2年(分析力)

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（23～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
派遣希望時期:2019年4月上旬。障害者関連の実務経験問わず。活動言語はテトゥン語で任地到着後に学習予定。
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